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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち
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［特集］グラフ・2006京丹波の夏

夏彩―Ｎａｔｓｕｉｒｏ―

九
月
七
日
か
ら
ド
イ
ツ
の
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ン
ド

バ
ッ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ッ
ケ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

そ
の
ピ
ッ
チ
に
京
丹
波
町
か
ら
巣
立
っ
た
ひ
と
り
の

若
者
が
立
っ
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
・
坪
内

一
浩
さ
ん
、
そ
の
人
だ
。

坪
内
さ
ん
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
の
は
三
ノ
宮

小
の
四
年
生
の
時
。
京
都
国
体
後
、
地
域
全
体
が
「
ホ

ッ
ケ
ー
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
躍
動
し
て
い
た
時
代

だ
。「
姉
二
人
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
」
と
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
手
に
し
た
当

時
を
振
り
返
る
坪
内
さ
ん
。
小
学
校
時
代
に
は
西
日

本
大
会
で
優
勝
。
中
学
校
時
代
は
全
国
大
会
四
位
に

と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
高
校
で
は
二
年
生
春
の
全
国

選
抜
大
会
で
の
優
勝
、
三
年
生
夏
の
高
校
総
体
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
の
準
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
足
跡
を

残
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
坪
内
さ
ん
は
ホ
ッ
ケ
ー
の
名
門
・

天
理
大
学
へ
進
学
。
四
年
生
の
時
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
日
本
最
高
峰
の
大
会

で
あ
る
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
優
勝
を
果

た
し
た
。「
名
門
校
と
し
て
、
常
に
勝
つ
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
重
圧
も
あ
っ
た
し
、
練
習
も
厳

し
い
も
の
で
し
た
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
思
い
っ
き
り
打

ち
込
め
た
、
充
実
し
た
四
年
間
で
し
た
」
と
坪
内
さ

ん
。
大
学
四
年
間
を
過
ご
す
中
で
「
世
界
」
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
わ
た
し
に
と
っ
て
ホ
ッ
ケ

ー
と
は
、
多
く
の
仲
間
、
経
験

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
大
切
な

も
の
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
携
わ

っ
て
い
き
た
い
も
の
」
だ
と
話

す
坪
内
さ
ん
。「
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
て
以

来
、
良
き
指
導
者
の
方
々
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
恵
ま
れ
、
こ
こ

ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
ま
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
恩
返
し
す
る
た

め
に
も
、
一
生
懸
命
ホ
ッ
ケ
ー

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

現
在
は
仕
事
の
傍
ら
、
愛
知
県
内
の
企
業
六
社
で

つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
愛
知
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
に

所
属
し
、
日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る

坪
内
さ
ん
の
次
な
る
目
標
は
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
抱
い
て
き

た
夢
の
実
現
へ
向
け
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
る
。

最
後
に
、「
自
分
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

の
子
ど
も
た
ち
に
、
少
し
で
も
夢
と
希
望
を
与
え
て

い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
た
坪
内
さ
ん
の
力
の
あ

る
瞳
に
は
、
も
う
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
が
映

っ
て
い
る
。

ホッケーで世界の舞台へ。
「次なる目標は北京五輪出場です」
ホッケーワールドカップ日本代表  坪内 一浩さん（２５歳）猪鼻出身

つぼ  　うち かず  　ひろ

地元猪鼻区が設置した坪内さんの応援看板（猪鼻区公民館前）
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夏
―
。人
も
ま
ち
も
活
気
に
あ
ふ
れ
る
季
節
。

合
併
後
、初
め
て
迎
え
た
京
丹
波
の
夏
は
、子

ど
も
た
ち
の
あ
ど
け
な
い
笑
顔
、躍
動
す
る
人
び

と
の
活
気
と
汗
、ふ
る
さ
と
の
夏
の
風
情
を
楽
し

む
人
び
と
な
ど
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
ま
し
た
。

広
報
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
、

瞬
間
を
も
と
に
「
二
〇
〇
六
年
京
丹
波
の
夏
」
を
振

り
返
り
ま
す
。

[特集]
グラフ・2006京丹波の夏

夏彩
―Natsuiro―

夏の夜空を彩る花火（８月５日、たんば夏まつり）

七夕飾りを眺める家族連れ。須知商店街に並ぶ色とりどりの飾りが、
訪れた人びとの目を楽しませた（８月５日、たんば夏まつり）

夜店は子
どもたち

に大人気
（８月５日

、たんば
夏まつり

）
演芸大会でのマジックショー。観衆を笑いの
渦に（８月５日、たんば夏まつり）

太鼓の勇壮な響きが祭り気分を盛り上げた
（８月１７日、瑞穂納涼大会）

夏祭りといえば、やっぱり金魚すくい
（８月１７日、瑞穂納涼大会）

瑞穂の夏の風物詩・瑞穂音頭の大踊り（８月１７日、瑞穂納涼大会）

過ぎゆく夏を惜しみ、人びとの踊りの輪が広がる
（８月２５日、わちふるさと祭り）

文七踊り
を踊る人

びとの輪
。（８月２５

日、わちふ
るさと祭

り）

涼しい夜風に秋の気配を感じながら、
漫才で大笑い（８月２５日、わちふるさと祭り）

京丹波の夏の最後を飾ったわちふるさと祭り（８月２５日）和知太鼓の伝統の響きが人びとの心を揺さぶる
（８月１２日、道の駅「和」）

流しそうめんに舌鼓（８月５日、わち山野草の森）

和知・升谷区の「夢回廊」。今年は約８０個の燈籠（とうろう）
が区内を飾った（８月１５日、升谷区甘露寺周辺）

地元農家などでつくる下蒲生村おこし委員会が４年前から
開いている「ジャンボカボチャ展示・品評会」。大きなカボ
チャが人びとの目を楽しませた（下蒲生ふれあいセンター）
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8月6日、府立丹波自然運動公園で開催された「第19回京

都府消防操法大会」（京都府消防協会主催）。

京丹波町消防団として初めて臨んだ今大会には丹波・瑞穂・

和知の各支団からそれぞれ1チームずつが小型ポンプ操法

の部に出場しました。

真夏の強い日ざしが照りつける猛暑の中での大会となりま

したが、選手たちは気合のこもった号令とともに、ホース延長

や放水など一連の動作を機敏に行い、これまで厳しい訓練の

中で積み重ねてきた成果を力いっぱい披露しました。

結果は、丹波支団が5位入賞。京丹波町消防団として初出

場で初の入賞とあって、消防団員や関係者らの喜びはひとし

おでした。

瑞穂・和知支団は惜しくも入賞を逃しましたが、各支団とも、

会場にかけつけた家族らのあたたかい声援を受けて健闘。熱

のこもった操法が感動を与えました。

消防団員たちが
熱く燃えた夏

指
揮
者
／
一
瀬
進
一
郎
さ
ん
（
蒲
生
野
）

（
入
賞
で
き
て
）
最
高
の
気
持
ち
で
す
。

指
導
員
長
を
は
じ
め
指
導
員
、
団
員
の
皆

さ
ん
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆

さ
ん
な
ど
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
番
員
／
岩
崎
祐
樹
さ
ん
（
蒲
生
野
）

訓
練
の
最
初
の
こ
ろ
は
つ
ら
か
っ
た
が
、

今
振
り
返
る
と
充
実
し
た
楽
し
い
日
々
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス

も
あ
り
ま
し
た
が
、
堂
々
と
操
法
が
披
露

で
き
ま
し
た
。

二
番
員
／
樹
山
哲
也
さ
ん
（
上
野
）

入
賞
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
四
人

の
中
で
は
わ
た
し
が
一
番
年
下
。
先
輩
や

周
り
の
皆
さ
ん
に
、
う
ま
く
引
っ
張
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
。

三
番
員
／
山
西
義
幸
さ
ん
（
上
野
）

緊
張
し
た
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
や
る
べ
き
こ
と
は
、
や
っ
て

き
た
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
本
番
に
臨

み
ま
し
た
。
入
賞
で
き
最
高
の
気
分
で
す
。

インタビュー

炎天下
の中、

力の限
り操法

を

披露し
た（丹

波支団
）

５位入賞を果たした丹波支団の操法

丹波支団の操法

吸管を伸ばす２番員と３番員（丹波支団）

入賞を喜ぶ丹波支団の選手と指導員

火点を目指してホース延長（瑞穂支団）和知支団の操法

厳しい訓練を積んできた選手の息はピッタリ（和知支団）

近づく出番。円陣を組んで気合を入れる（和知支団）

操法を終えた選手をねぎらう指導員。
指導員も選手たちとともに熱い夏を送った

５位入賞を喜び合う指導員と選手。厳しい訓
練を共にしてきただけに、胸にこみ上げる思
いを抑えきれない（丹波支団）

前方の火点をじっと見つめ、気持ちを引き締める選手たち（瑞穂支団）
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消防001
　５位入賞を果たした丹波支団の操法
消防002
丹波支団の操法
消防003
　吸管を伸ばす２番員と３番員（丹波支団）
消防004
　火点を目指してホース延長（瑞穂支団）
消防005
　和知支団の操法
消防006
　厳しい訓練を積んできた選手の息はピッタリ（和知支団）
消防007
　近づく出番。円陣を組んで気合を入れる（和知支団）
消防010
　炎天下の中、力の限り操法を披露した（丹波支団）
消防011
前方の火点をじっと見つめ、気持ちを引き締める選手たち（瑞穂支団）
消防013
　操法を終えた選手をねぎらう指導員。指導員も選手たちとともに熱い夏を送った
消防014
　５位入賞を喜び合う指導員と選手。厳しい訓練を共にしてきただけに、胸にこみ上げる熱いものを抑えきれない（丹波支団）
消防015
　入賞を喜ぶ丹波支団の選手と指導員

●１ 親子四季体験（８月５日、出野区ヤマモリふぁーむ）
●２ わちエンジェル夏まつり（８月５日、わちエンジェル）
●３ スポーツ少年団軟式野球大会。ゴンターズ高原が優勝した（８月２６日、三ノ宮農村公園）
●４ たんば夏まつり（８月５日、須知商店街）
●５ スポーツ少年団ホッケー大会（グリーンランドみずほホッケー場）
●６ わちふるさと祭りで和知太鼓を披露する和知小太鼓クラブの児童たち（８月２５日、和知ふれあいセンター前）
●７ 瑞穂納涼大会での桧山小鼓笛隊演奏行進（８月１７日、桧山商店街）
●８ わちエンジェル夏まつり（８月５日、わちエンジェル）
●９プールには子どもたちの元気な笑顔があふれている（和知小）
●１０川遊びを楽しむ子どもたち（８月５日、和知川）

子どもカヌー体験教室（８月１９日、和知川）

わちエンジェル夏まつり（８月５日、わちエンジェル）

わちふるさと祭り（８月２５日、ＪＲ和知駅前）

●１●２

●３

●４

●５

●８●９
●１０

●６

●７
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﹇
第
３
回
﹈

協
動
の

ま
ち
づ
く
り

を
担
う

住
民
組
織

行
政
区

町
内
に
は
、
最
も
基
礎
的
な
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
、
行
政
区
や

自
治
会
が
あ
り
ま
す
。
行
政
区
や
自
治

会
の
中
に
は
、
新
規
の
団
地
な
ど
で
形

成
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
伝

統
的
な
組
織
で
す
。

各
行
政
区
と
も
区
公
民
館
や
集
会
所

を
拠
点
と
し
て
、
区
の
自
治
活
動
や
区

民
の
親
睦
的
活
動
を
行
い
、
区
民
同
士

の
連
帯
感
を
深
め
る
と
と
も
に
自
治
意

識
を
つ
く
り
出
す
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

行
政
区
や
自
治
会
の
機
能
は
多
種
多

様
で
包
括
的
。
行
政
事
務
を
補
完
す
る

機
能
も
持
つ
こ
と
か
ら
、
行
政
と
強
固

な
パ
イ
プ
を
有
す
る
、
最
も
密
接
な
住

民
組
織
と
い
え
ま
す
。

広
域
的
な
地
域
振
興
組
織

行
政
区
の
枠
を
超
え
て
、
小
学
校
区

な
ど
を
ひ
と
つ
の
範
囲
と
し
た
広
域
的

な
地
域
振
興
組
織
も
あ
り
ま
す
。

瑞
穂
地
区
の
桧
山
地
域
振
興
会
、
梅

田
地
域
振
興
会
、
三
ノ
宮
地
域
振
興
会
、

質
美
地
域
振
興
会
、
和
知
地
区
の
北
部

五
集
落
（
仏
主
、
上
粟
野
、
細
谷
、
下

粟
野
、
西
河
内
）
を
範
囲
と
す
る
北
部

振
興
会
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

設
立
の
背
景
や
経
緯
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
も
の
の
、
各
組
織
と
も
、
区
の
役

員
や
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
で
構
成
し
、

区
域
内
の
地
域
課
題
の
集
約
や
行
政
へ

の
要
望
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
都
市

と
農
村
の
交
流
と
い
っ
た
地
域
活
性
化

事
業
な
ど
、
広
域
的
な
地
域
振
興
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た
本
町
に
と

っ
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
地
域
全

体
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
こ
う

し
た
広
域
的
な
地
域
振
興
組
織
と
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
え
る
し
く
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

テ
ー
マ
型
住
民
組
織

テ
ー
マ
型
住
民
組
織
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
や
、

特
定
の
分
野
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
住
民
組
織
は
、
前
述
し
た

行
政
区
・
自
治
会
、
広
域
的
な
地
域
振

興
組
織
と
い
っ
た
「
地
域
性
」「
共
同

性
」
に
基
づ
く
地
縁
型
の
組
織
と
違
い
、

地
域
性
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
活
動
目
的

の
達
成
を
最
優
先
し
、
活
動
し
て
い
る

組
織
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
近
年
、
福
祉
や
地

域
振
興
な
ど
の
分
野
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
積
極
的
な
活

動
が
行
わ
れ
、
と
く
に
福
祉
分
野
に
お

い
て
は
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
型
住
民
組
織
と
の
協
働
は
、

「
住
民
自
治
」
に
よ
る
地
域
経
営
を
行

う
う
え
で
、
今
後
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

「
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
自
治
の
ス
ス
メ
」
で
は
、「
地
域

自
治
」
に
よ
る
、住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す

今
回
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
担
う

住
民
組
織
と
し
て
現
在
、町
内
に
は
ど
の
よ
う

な
組
織
が
存
在
し
て
い
る
の
か
を
み
て
い
き

ま
す
。
大
別
す
る
と
、行
政
区
・
自
治
会
、広
域

的
な
地
域
振
興
組
織
、テ
ー
マ
型
住
民
組
織
が

あ
り
ま
す
。

ほ
ど
す

類型

行政区・自治会

広域的な地域振興組織
（瑞穂地区の４つの地域振興会、
和知地区の北部振興会）

テーマ型住民組織
（NPO法人、各種ボランティア
グループなど）

特徴など

○最も基礎的なコミュニティ組織
○その機能は多種多様で包括的
○行政事務の補完的な機能も有する

○小学校区などを区域として設置
○区の役員や婦人会、ＰＴＡ、老人クラブなど
   地域内の多様な主体で構成
○広域的な地域の一体的な振興策を図る

○個人の自由意志によって参加
○テーマごとに活動を担う
○基本的には行政と独立した関係

総
合
計
画
策
定
へ
始
動

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
京
丹
波
町
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
調
査
や
審
議
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
報
告
す
る
町
長
の
諮
問
機
関
「
京
丹
波
町
総
合
計
画
審
議
会
」
の
初
会
合
を
八
月
十
日
、役
場
議
場
で
開
催
。

松
原
茂
樹
町
長
が
同
審
議
会
に
、総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
策
定
を
諮
問

初
会
合
で
は
、
松
原
町
長
が
委
員
に
委
嘱

状
を
交
付
。
議
会
推
薦
の
議
員
や
教
育
委
員
会
、

農
業
委
員
会
か
ら
の
選
出
委
員
、
町
内
の
公

共
的
団
体
の
役
員
ま
た
は
職
員
、
学
識
経
験
者
、

公
募
に
よ
り
選
出
し
た
町
民
な
ど
二
十
人
を

同
審
議
会
委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

次
に
、
会
長
と
副
会
長
の
選
任
を
行
い
、

会
長
に
谷
勝
彦
さ
ん
（
質
美
）、
副
会
長
に
野

間
重
男
さ
ん
（
本
庄
）
を
選
ん
だ
後
、
町
長

が
総
合
計
画
策
定
に
関
し
て
諮
問
。
続
い
て
、

計
画
の
策
定
方
針
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
文
教
、

産
業
建
設
、
福
祉
厚
生
の
三
部
会
の
編
成
も

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
部
会
長
を
選
任
し
ま

し
た
。

こ
の
日
の
会
合
で
は
、
計
画
策
定
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
た
京
都
府
立
大
学
・
宗
田

助
教
授
に
よ
る
「
新
た
な
総
合
計
画
と
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
も
あ
り
、
委
員
ら

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
今
後
の

審
議
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
の
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
に
講
演
内
容

を
掲
載
）

同
審
議
会
は
今
後
、
町
民
三
、
〇
〇
〇
人

を
対
象
に
町
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
を
も
と
に
基
本
構
想
、
基
本
計
画
な
ど

を
ま
と
め
、
平
成
十
八
年
度
中
の
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

京丹波町総合計画審議会委員 （敬称略）

 氏名 選出区分

坂本美智代 町議会が推薦する議員

篠塚信太郎 　　　〃

吉田　　忍 　　　〃

水嶋　正治 町教育委員会の委員

澤田　太三 町農業委員会の委員

谷　　勝彦 町の区域内の公共的団体役員または職員

小松　重子 　　　〃

片山　　透 　　　〃

岩h　雄造 　　　〃

西山　芳明 学識経験者

石原　政則 　　　〃

片山　俊明 　　　〃

黒井　　衛 町長が適当と認めた者

田畑　龍子 　　　〃

梅原　和子 　　　〃

岩h栄喜雄 　　　〃

奥田　健次 　　　〃　　　　　（公募）

小森　美幸 　　　〃　　　　　（公募）

畠中　源一 　　　〃　　　　　（公募）

野間　重男 　　　〃　　　　　（公募）

計画策定アドバイザー／宗田好史（京都府立大学助教授）

総合計画審議会の初会合で、あいさつをする谷会長（役場議場）

松原町長（右）が委員に委嘱状を交付
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総合計画策定へ始動

第
一
回
京
丹
波
町
総
合
計
画
審
議
会
で
行
わ
れ
た
、

同
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
宗
田
助
教
授
の
講
演（
抜
粋
）を
紹
介
し
ま
す
。

合
併
市
町
村
に
お
け
る

新
た
な
総
合
計
画
と
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

宗
田
好
史
氏（
京
都
府
立
大
学
助
教
授
）

明
治
、
昭
和
、
平
成
。
三
つ
の

合
併
で
何
が
変
わ
っ
た
か

明
治
、
昭
和
、
平
成
の
三
つ
の
合
併
を
簡
単

に
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
明
治
の
合
併
は
、
江

戸
時
代
の
幕
藩
体
制
か
ら
明
治
の
近
代
中
央
集

権
国
家
へ
急
速
な
近
代
化
を
可
能
と
す
る
た
め

の
、
内
務
省
に
よ
る
地
方
政
策
・
国
民
国
家
建

設
へ
の
動
員
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
近
代
化
・

富
国
強
兵
を
進
め
る
た
め
の
村
の
役
場
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
。
小
さ
い
江
戸
時
代
の
自
然
村

で
は
、
と
て
も
そ
う
い
う
こ
と
は
担
え
な
か
っ

た
の
で
す
。

昭
和
の
合
併
は
戦
前
の
軍
国
主
義
を
脱
し
、

急
速
な
民
主
化
へ
の
転
換
を
し
、「
民
主
主
義
の

学
校
」
と
し
て
の
地
方
自
治
。
し
か
し
、
実
際
に

は
な
か
な
か
民
主
主
義
の
学
校
と
し
て
の
役
割

を
果
た
さ
ず
に
、
高
度
経
済
成
長
の
結
果
、
都

市
部
の
産
業
や
工
業
が
非
常
に
成
長
し
た
の
で
、

そ
こ
で
稼
が
れ
た
国
の
富
を
ど
う
分
配
し
て
い

く
か
と
い
う
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

国
の
富
を
分
配
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
実
現
す
る
よ
う
な
形
で
機
能
し
て
い
き
、
そ

の
ラ
ク
さ
の
陰
で
、「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
し

て
、
自
分
の
地
域
は
自
分
で
治
め
る
と
い
う
こ

と
を
少
し
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た
と
い
う
反
省

が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
平
成
の
合
併
は
、
高
度
成
長
か
ら
安

定
、
ま
た
は
低
成
長
と
な
り
、
こ
の
陰
に
人
口

減
少
が
あ
り
、
国
が
も
う
成
長
し
な
く
て
、
さ

ら
に
高
度
経
済
成
長
期
の
国
富
の
分
配
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

市
町
村
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
ど
こ
ま
で
、
何

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
れ
が
、
将
来
の
地
域
を

支
え
る
の
か
。
も
う
一
度
、

考
え
る
必
要
が
あ
る

今
ま
で
は
こ
の
地
域
を
支
え
る
た
め
に
は
京

都
府
と
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
国
と
パ
イ
プ
が
あ

っ
て
、
国
会
議
員
さ
ん
と
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
、

分
配
さ
れ
る
も
の
を
い
ち
早
く
知
っ
て
、
い
ち

早
く
そ
れ
を
取
っ
て
き
て
、
他
の
町
よ
り
も
先

に
補
助
金
を
使
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
引
き
、

体
育
館
を
つ
く
り
、
公
民
館
を
つ
く
り
、
道
路

を
つ
く
り
―
。
い
ち
早
く
や
っ
て
く
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
、
そ
の
分
配
の
パ
イ
プ
を
握
っ
て

い
る
こ
と
が
実
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
パ
イ
プ
が
細

っ
て
く
る
、
か
な
り
細
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
重
要
な
の
は
、
本
当
に
自
治
を
支
え
る

人
、
明
日
、
税
金
を
払
っ
て
く
れ
る
人
を
ど
う

確
保
す
る
か
で
す
。

ま
さ
に
そ
う
い
う
発
想
か
ら
、
だ
れ
が
将
来

の
地
域
を
支
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
昔
か
ら
あ
る
よ
う
な
あ
る
家
庭
、
あ
る
地

域
を
代
表
す
る
よ
う
な
価
値
観
、
そ
れ
を
捨
て

ろ
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
柔
軟
に
解
釈

し
な
が
ら
、
い
っ
た
い
、
だ
れ
が
地
域
を
支
え

る
か
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
祖
伝
来
ず
っ
と
受
け
継
い
で
き
た
ふ
る
さ

と
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
反
面
、
も
う
一

つ
に
は
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

に
、
こ
の
地
域
を
ど
う
受
け
継
が
せ
よ
う
と
し

て
い
る
か
、
こ
の
大
き
く
矛
盾
す
る
二
つ
の
問

題
を
ど
う
合
わ
せ
る
の
か
、
そ
う
い
う
議
論
を

こ
こ
で
（
審
議
会
で
）
し
な
い
と
い
け
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
京
丹
波
町
を
ふ
る
さ
と
と
思
っ

て
、
誇
り
を
持
っ
て
好
き
に
な
っ
て
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
に
は
、
何
が
必
要
で
、

何
が
不
足
し
て
い
る
、
ど
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
議
論
が
、
本
当
の
意
味

で
、
こ
の
地
域
の
自
治
を
担
う
、
支
え
る
地
域

社
会
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
固
有
の
豊
か
さ
を

実
現
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

住
民
と
共
に
描
く

こ
の
大
き
な
平
成
の
転
換
期
に
求
め
ら
れ
る

自
治
体
と
は
、
ま
ず
自
立
し
た
地
域
を
支
え
る

自
治
体
。
地
域
を
経
営
す
る
能
力
を
も
つ
と
い

う
こ
と
で
す
。

今
、
町
長
さ
ん
に
こ
の
地
域
を
経
営
し
ろ
と

い
う
の
は
お
気
の
毒
で
す
。
も
う
ど
う
し
よ
う

も
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
町
長
が

い
く
ら
こ
こ
で
体
を
張
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
、

こ
れ
は
皆
さ
ん
も
内
々
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
倒
産
寸
前
と
い
う
か
、
実
は
倒
産
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
公
債
の
発
行
も
知
事
の

許
可
が
い
る
と
か
、
手
足
を
縛
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
役
場
と
し
て
は
で
き
る
こ
と
が
非
常

に
限
ら
れ
て
い
る
。
役
場
だ
け
で
で
き
な
い
か

ら
、
地
域
を
経
営
す
る
能
力
を
皆
さ
ん
か
ら
借

り
た
い
わ
け
で
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
皆
さ
ん
は
納
税
者
で
す
。

も
ち
ろ
ん
二
割
自
治
、
三
割
自
治
と
い
っ
て
、

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
だ
け
で
こ
の
ま
ち
が
回

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
方
交
付
税
な
ど

国
か
ら
流
れ
て
く
る
交
付
金
が
多
い
わ
け
で
、

そ
れ
で
基
本
的
に
役
場
の
職
員
の
給
料
を
払
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
の
払
っ
て
い
る
税
金
が
決
し
て
す
べ

て
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
は
、
経
営
が
破
た

ん
し
て
い
る
明
ら
か
な
証
拠
で
す
が
、
し
か
し
貴

重
な
納
税
者
で
す
。
皆
さ
ん
の
納
め
て
く
だ
さ
る

税
金
が
少
し
で
も
増
え
る
、
あ
る
い
は
こ
の
地
域

の
経
済
が
活
発
化
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

こ
に
活
路
が
開
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
町
長
さ
ん
も
、
皆
さ
ん
に
一
生
懸
命

に
税
金
を
納
め
て
も
ら
っ
て
町
の
職
員
を
増
や

す
と
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
の
た

め
に
は
使
え
な
い
。
皆
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
っ
た
お
金
は
、
必
ず
こ
の
町
が
発
展
し
て

い
く
よ
う
に
、
こ
の
地
域
を
支
え
て
い
く
よ
う

に
使
い
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
そ
の
使
い
道
も
含

め
て
、
議
員
さ
ん
も
町
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に

考
え
て
い
く
の
が
地
域
を
経
営
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

皆
さ
ん
の
な
け
な
し
の
お
金
を
集
め
て
き
た

も
の
を
、
こ
れ
か
ら
ど
う
使
お
う
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
投
資
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
実

に
投
資
を
し
た
分
が
次
の
十
年
、
二
十
年
で
戻

っ
て
く
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
簡
単

な
よ
う
で
な
か
な
か
で
き
な
い
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
須
知
ま
で
通
っ
て
も

う
二
十
数
年
、
あ
れ
は
大
変
な
公
共
投
資
で
す
。

で
は
、
丹
波
町
、
瑞
穂
町
、
和
知
町
の
皆
さ
ん

は
果
た
し
て
そ
れ
を
地
域
の
発
展
、
地
域
の
経

営
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
か
。
皆
さ
ん
は

京
都
へ
行
く
の
が
便
利
に
な
っ
た
く
ら
い
で
す
。

京
都
へ
行
く
の
が
便
利
に
な
っ
た
の
で
は
な

く
て
、
京
都
か
ら
た
く
さ
ん
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
事
業
を
ど
う
拡
大

し
、
自
分
た
ち
の
商
売
を
ど
う
展
開
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
考
え
る
べ
き
で
し

た
。
そ
う
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
、
あ
の
膨
大

な
公
共
投
資
を
京
都
府
な
り
京
丹
波
町
な
り
が

回
収
し
て
、
次
の
投
資
を
し
て
、
こ
の
ま
ち
を

発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

使
い
っ
ぱ
な
し
で
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
実
は

地
域
の
経
営
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の

自
治
体
・
住
民
の
違
い

今
ま
で
は
中
央
集
権
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
、

開
発
独
裁
で
、
い
わ
ゆ
る
硬
直
化
し
た
大
企
業

の
経
営
の
よ
う
な
こ
と
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
大
き
く
転
換
し
て
、
今
度
は
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
住
民
の
創
造

性
を
刺
激
し
、
地
方
発
、
地
方
主
権
の
自
治
体
、

こ
れ
が
二
十
一
世
紀
の
自
治
体
で
す
。

二
十
世
紀
の
自
治
体
は
、
悪
く
い
う
と
、
自

ら
の
無
能
さ
を
隠
し
、
不
公
正
を
あ
い
ま
い
に

す
る
た
め
に
、
少
な
い
情
報
で
す
ら
隠
さ
ざ
る

を
え
な
い
自
治
体
、
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
市
民
の
知
恵
を
取
り
入
れ
て
、
正
々

堂
々
と
個
性
的
な
公
共
政
策
を
推
進
す
る
自
治

体
、
こ
う
変
わ
る
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

官
民
協
働
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
化
し
、
市

民
と
一
緒
に
協
働
化
で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
な
い
と
言
い
切
る
よ
う
な
首
長
。
首
長
の
発

想
も
変
わ
っ
た
の
で
す
。
今
は
分
配
し
た
く
て

も
分
配
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
が
大
き
な

原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
町
長
さ
ん

の
発
想
も
大
き
く
変
わ
る
。

で
は
、
住
民
は
ど
う
変
わ
る
か
。
お
役
人
さ

ん
に
頼
る
だ
け
の
住
民
、
ど
ん
ど
ん
陳
情
し
て

公
民
館
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
こ
こ
に
道
路
を
つ

く
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
を
頼
み
に
く
る
だ
け

の
住
民
が
多
か
っ
た
。

そ
う
で
は
な
く
、
自
立
し
自
律
す
る
、
と
も

に
解
決
策
を
模
索
す
る
住
民
。
だ
か
ら
役
場
に

道
を
つ
く
っ
て
く
れ
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

役
場
に
つ
く
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
労
力
は
自

分
た
ち
で
出
す
。
用
地
の
交
渉
、
地
権
者
と
の

調
整
も
自
分
た
ち
で
す
る
。
村
で
何
回
も
協
議

を
し
て
、
こ
の
道
か
ら
優
先
的
に
つ
く
っ
て
も

ら
っ
て
、
ど
こ
か
ら
も
文
句
が
出
な
い
よ
う
に

自
分
た
ち
で
ま
と
め
る
。
だ
か
ら
せ
め
て
生
コ

ン
だ
け
で
も
出
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
自
立
し
、
自
律
す
る
、
共
に
解
決
す
る
。

つ
ま
り
、
合
併
で
で
き
た
一
万
八
、
〇
〇
〇

人
の
小
さ
な
ま
ち
が
、
こ
れ
か
ら
十
年
、
二
十

年
、
さ
ら
に
は
百
年
後
に
ど
う
な
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
状
況
は
非
常
に
厳

し
い
。
こ
の
中
で
通
常
の
昭
和
の
考
え
方
、
二

十
世
紀
の
考
え
方
で
は
だ
め
な
の
で
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
ど
う
い
う
方
向
に
あ

る
か
。
高
い
意
識
を
持
て
と
い
う
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
自
身
の
、
ご
家
族

の
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
あ
る
い
は
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
、
ど
う
い

う
ま
ち
で
あ
っ
た
ら
い
い
か
、
自
然
な
こ
と
を

考
え
る
と
、
建
前
や
本
音
で
は
な
い
。
実
際
に

今
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
会
社
と
か
国

家
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
う
ち
の
家
族
、
こ

の
地
域
、
隣
近
所
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
視
点
に
な
っ
た
と

き
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
、

（
審
議
会
が
）
そ
う
い
う
会
議
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
本
来
の
町

や
村
の
姿
に
戻
っ
て
、
膝
を
詰
め
て
、
建
前
で

は
な
く
て
本
音
で
皆
さ
ん
方
の
お
子
さ
ん
、
こ

の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
ど
う
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
れ
か
ら
は
怒
鳴
っ
て
も
だ
め
、
町
長
に
頼

っ
て
も
だ
め
、
皆
さ
ん
が
自
立
し
な
が
ら
、
ど

う
い
う
良
い
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
く
か
。
だ
か

ら
大
き
な
公
共
事
業
は
も
う
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
や
は
り
豊
か
な
自
然
、
質
の
高
い
農

業
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
本
来
の
ふ
る

さ
と
は
今
、
日
本
人
が
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

正
し
い
日
本
の
農
村
の
あ
り
方
と
い
う
の
が
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
求
め
ら
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
の
ま
ち
の
姿
を
考
え

て
い
け
ば
、
日
本
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
ふ
る
さ
と
、

京
丹
波
の
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
を
、
ど
う
や
っ
て

つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ

と
は
、
そ
う
難
し
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
総
合
計
画
の
審
議
会
は
い
い
転
換
点

と
し
て
、
皆
さ
ん
方
自
身
の
転
換
点
で
あ
り
、

こ
の
ま
ち
の
転
換
点
で
あ
る
よ
う
な
も
の
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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京丹波町職員の給与の状況を公表します。
京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与に関する条例」など関係諸規定の定めるところにより支給されています。本年度にお

ける職員の給与などの状況について、広く町民の皆さんに知っていただくため、そのあらましをお知らせします。ここに公表する職員の

給与は、いわゆる「手取り額」ではなく、すべて税金や社会保険料などを差し引く前の額です。

１　人件費の状況
平成1７年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給された給与およ

び報酬を含みます。

【第１表】人件費の状況（平成１７年度：普通会計決算）

２　職員給与費の状況
平成１８年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第２表のとおりです。

【第２表】職員給与の状況（平成１８年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

注） ①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・宅地等開発事業特別会計の合計をさします。
 ②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

注）①職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条例に基づく給料表の級区
分によるものです。

 ②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する標準的な職務です。

注）平成１９年度から２２年度の昇給は、昇給抑制措置が図られているため、標準より少ない昇給額となります。

注）職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。 注）京丹波町は京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府市町
村職員退職手当組合」の条例で定められているとおりです。

 区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
      （Ｂ/Ａ）％

平成１７年度
 (平成１８年３月３１日現在) 

１２２億８，９９２万６千円 ３億７，２０４万６千円 ２１億４０４万４千円 １７．１２％  １７,６１８人 

 
区分
  一般行政職   技能労務職

   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数

 平成１８年度 ３０５，１００円 ４１歳６月 ２０年４月 ２６５，２００円 ５２歳３月 ２５年１１月

 
区分
  初任給   採用２年経過日の給料月額

   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒

 京丹波町 １７０，２００円 １５１，０００円 １３８，４００円 １７８，６００円 １５８，３００円 １４４，１００円

 国 １７０，２００円 １５１，０００円 １３８，４００円 １７８，６００円 １５８，３００円 １４４，１００円

 区　　　分 京丹波町 国

 配偶者  １３，０００円 

 配偶者以外の扶養親族２人まで ６，０００円 

扶養手当
 扶養親族でない配偶者がある場合はそのうち１人を ６，５００円 

 職員に配偶者がいない場合はそのうち１人を １１，０００円 本町と同じ

 その他１人につき  ５，０００円 

 １６歳から２２歳までの子は  ５，０００円加算 

 ※持ち家　購入または新築５年以内 ２，５００円 本町と同じ

住居手当 上記以外  なし なし

 ※借家 家賃額に応じて２７，０００円が支給限度  本町と同じ

通勤手当
 ※交通機関利用者 運賃等相当額（支給限度額５０，０００円が支給限度）  本町と同じ

 ※交通用具利用者 片道２ｋｍで５ｋｍごとに定める額（４０ｋｍ以上２０，９００円が支給限度） 本町と同じ

 
区分
 京丹波町の支給率 国の支給率

    期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

 ６月期
 一般職 １．４０月 ０．７２５月 

２．１２５月
  

   管理職 １．２０月 ０．９２５月  

 １２月期
 一般職 １．６０月 ０．７２５月 

２．３２５月
  本町と同じ 

   管理職 １．４０月 ０．９２５月  

 
計
 一般職 ３．００月 １．４５月

 ４．４５月
 

   管理職 ２．６０月 １．８５月  

 区分 給料月額・支給率

  町長 １０％減額後 ６７５，０００円 （減額前）（７５０，０００円）

   助役 〃　　５５８，０００円 〃　 （６２０，０００円）
 給料

 収入役 〃　　５０４，０００円 〃　 （５６０，０００円）

  教育長 〃　　５０４，０００円 〃　 （５６０，０００円）

  議長 ３００，０００円

 報酬  副議長 ２３０，０００円

   議員 ２１０，０００円

  
町長・助役・

 ６月期 １．６０月分（１０％減額支給）

    
収入役・教育長

 １２月期 １．７０月分（１０％減額支給）

期末手当
  計 ３．３０月分（１０％減額支給）

    ６月期 １．６０月分

    議長・副議長・議員 １２月期 １．７０月分

     計 ３．３０月分

 区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人あたりの給与費（Ｂ/Ａ）

 平成１８年度 ２３７人 ８億４，７４３万９千円 ４億７，０６４万８千円 １３億１，８０８万７千円 ５５６万２千円

【第３表】部門別職員数の推移

【第５表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（平成１８年４月１日現在）

【第７表】職員手当の状況（平成１８年４月１日現在）

期末勤勉手当

 区分 京丹波町 国

 勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 ２１．００月分 ２７．３０月分

勤続２５年 ３３．７５月分 ４２．１２月分 

勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 本町と同じ 

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

その他の加算
 定年前早期退職特別措置

 （２～２０％加算） 

退職手当

【第８表】特別職の報酬などの状況（平成１８年４月１日現在）

【第６表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成１８年４月１日現在）
一般行政職の初任給および採用２年経過日の給料月額は、第６表のとおりです。

議　会

総　務

税　務

農林業

商　工

土　木

小　計

民　生

衛　生

小　計

一般行政計 　　　

教　育

小　計

病　院

水　道

交　通

下水道

その他

小　計

 区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

 １級 主事補・技師補・主事・技師 １３人 ４．９４％

 ２級 主事・技師 ２３人 ８．７５％

 ３級 主査・係長・主任 １６７人 ６３．５０％

 ４級 課長補佐 ３７人 １４．０７％

 ５級 課長 １８人 ６．８４％

 ６級 参事・総括課長 ５人 １．９０％

 合計   ２６３人 １００％

３

５７

１３

２０

７

１５

１１５

６０

２０

８０

１９５

４３

４３

６５

９

６

７

７

９４

３３２

区　　分
職員数（人）

平成１８年度

一般行政

（福祉関係を

除く）

福祉関係

特別行政

公営企業

など

総合計

（平成１８年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）
※職員数は、一般職に属する職員と常勤の教育長を
あわせたものです。（地方公務員の身分のある休職
者や派遣職員、常勤の嘱託職員も含みます。）

【第４表】級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在・行政職給料表の適用
を受ける職員）

一般行政職などの給料月額は、６の級で構成される行政職給料表を適用するこ
とにより支給されています。それぞれの級の標準的な職務内容、職員数および構
成比は第４表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師等は、医療職給料表（一）（二）（三）を適用しています。）

【第９表】給与等の削減措置等の状況
現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、緊急の

措置として次のとおり削減措置等を講じています。

特
別
職

一
般
職

管理職

議会
議員

町長
助役
収入役
教育長

給料・期末手当
１０％減額

議員が町の付属機
関の委員等に就任
した場合に受ける
報酬５０％減額

管理職手当
５％減額

平成１８年
４月から

平成１８年
４月から

平成１８年
４月から

職員区分 措置内容 施行期日
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価
値
観
の
違
い
を
知
り
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た

和
知
中
三
年
・
山
根
祐
樹
さ
ん

最
初
は
、自
分
の
英
語
が
通
じ
る
だ
ろ
う
か

と
不
安
で
し
た
が
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た

ち
は
、と
て
も
分
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
し
、

ぼ
く
も
一
生
懸
命
自
分
の
気
持
ち
を
話
し
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
た
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
エ
リ
カ
レ
ッ
ジ
に
登
校
し
て
二
日
目
に
は

集
会
が
あ
り
、約
九
百
人
の
生
徒
の
前
で
日
本

の
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
英
語
で

の
発
表
で
す
。
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、大
き

な
拍
手
に
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
や
産

業
な
ど
を
学
習
し
た
り
、日
本
語
を
専
攻
し
て

い
る
生
徒
と
交
流
し
た
り
し
て
、英
語
ば
か
り
で

な
く
、多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
を
通
し
て
、自
分
た
ち

と
の
価
値
観
の
違
い
を
知
り
、世
界
へ
の
視
野
が

広
が
り
ま
し
た
。そ
し
て
、「
英
語
」と
い
う
言
葉

は
世
界
中
の
人
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

も
っ
と
、英
語
を
勉
強
し
て
、将
来
、国
際
派

な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
こ
の
研
修
は

自
分
の
中
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
、一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

勇
気
を
出
し
て
話
す
こ
と
で
、

毎
日
が
楽
し
い
も
の
に

和
知
中
三
年
・
早
川
古
都
さ
ん

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
農
場
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。わ
た
し
は
動
物
が
苦
手
で
、近
づ
く
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
す
が
、「
怖
い
」と
い
う
表
現
が

分
か
ら
ず
適
当
に
う
な
ず
い
て
い
る
と
、「
動
物

が
大
好
き
な
の
ね
。
明
日
か
ら
、娘
の
ジ
ェ
シ
カ

と
馬
の
え
さ
や
り
を
お
願
い
す
る
わ
」
と
衝
撃

的
な
任
命
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
乗
馬
も
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、そ
の
と
き
、ジ
ェ
シ
カ
が
馬
か
ら
振
り

落
と
さ
れ
て
し
ま
い
、わ
た
し
は
大
声
で
お
母
さ

ん
を
呼
び
ま
し
た
。そ
の
と
き
叫
ん
だ「
H
e
l
p

m
e
！
」（
助
け
て
！
）が
、十
日
間
で
一
番
自
然

に
口
か
ら
出
た
英
語
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
登
校
。
緊
張
し
て
バ
ス
に
乗
り
ま

し
た
が
、タ
イ
エ
リ
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
か
ら
は
話

し
か
け
ら
れ
ず
、西
洋
の
人
づ
き
合
い
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
自
己
紹

介
を
し
て
み
る
と
、た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
お
し
ゃ

べ
り
の
輪
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、最
初
は
英
語
に
自
信
が
な
く
、

恥
ず
か
し
さ
か
ら
、な
か
な
か
話
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、勇
気
を
出
し
て
話
す
こ
と
で
、急
に
目
の

前
が
明
る
く
な
っ
て
、毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
も

の
に
な
っ
た
の
で
す
。も
っ
と
、英
語
の
勉
強
に
が

ん
ば
り
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

英
語
を
聞
く
力
、

話
す
力
が
つ
き
ま
し
た

山
口
紗
也
香
さ
ん（
長
瀬
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
毎
日
英
語
で

会
話
で
き
た
こ
と
が
一
番
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。一
カ
月
間
で
、英
語
を
聞

く
力
、話
す
力
が
つ
き
、積
極
的
に
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

絵
を
描
い
て
会
話
を
し
た
り
し
て
、言

語
の
違
う
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
分
か
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、ホ
ー
ク
ス
ベ
リ

ー
の
人
た
ち
が
家
族
で
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
ビ
ン
グ
で
、た
だ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

だ
け
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、毎
日

み
ん
な
が
ひ
と
つ
の
場
所
に
集
ま
っ
て

団
ら
ん
し
て
い
る
の
で
す
。
思
っ
て
い
た

以
上
に
家
族
の
仲
の
良
さ
に
驚
き
ま
し

た
。

将
来
の
夢
に
結
び
つ
く

体
験
に
な
り
ま
し
た

東
孝
美
さ
ん（
蒲
生
野
）

ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
に
行
っ
て
、た
く

さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、友
だ
ち
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、わ
た
し

の
将
来
の
夢
の
平
和
に
貢
献
す
る
と
い

う
夢
に
結
び
つ
く
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

と
て
も
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、ゆ
っ
く
り

で
も
お
互
い
の
意
見
を
言
い
合
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
少
し
つ
い
た
と

思
い
ま
す
。

一
カ
月
の
留
学
を
終
え
、も
っ
と
英
語

の
勉
強
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
体
験
を
機
に
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ（
ト

ー
イ
ッ
ク
。
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
能
力
テ
ス
ト
）や
英
検
を
す
ぐ
に

受
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

留
学
体
験
で
、自
分
に

自
信
が
つ
き
ま
し
た

松
本
佳
奈
さ
ん（
井
脇
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
生
活
習

慣
で
大
き
く
違
う
な
あ
と
感
じ
た
の
は
、

家
族
で
の
団
ら
ん
の
と
き
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、リ
ビ
ン
グ
に
家
族
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
、い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
て
い

る
時
間
が
す
ご
く
長
い
の
で
す
。

ま
た
、男
の
人
も
家
事
を
結
構
や
っ
て

い
て
、子
ど
も
も
よ
く
手
伝
い
を
す
る
し
、

家
族
み
ん
な
が
家
事
に
協
力
的
で
し
た
。

学
校
の
授
業
は
、日
本
と
違
っ
て
自

由
な
雰
囲
気
で
、「
生
徒
が
自
分
で
学
ぶ
」

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
み
ん
な
や
る
気

が
あ
っ
て
、発
言
の
回
数
も
多
か
っ
た
で

す
。学

校
生
活
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で

色
々
な
体
験
が
で
き
、自
分
に
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。

将
来
の
夢
を
考
え
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た

田
中
佑
茉
さ
ん（
橋
爪
）

お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
ゆ
か
い
な
家
族
で
、毎
日
家
族
と

話
し
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
の
学
校
で
は
、授
業

ご
と
に
教
室
を
移
動
し
、席
も
自
由
な

の
で
す
。自
分
の
受
け
た
い
授
業
に
出
て
、

が
ん
ば
っ
て
発
言
し
、一
生
懸
命
授
業
を

受
け
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

一
カ
月
間
の
留
学
を
通
じ
て
、自
分
自

身
の
考
え
方
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。

国
際
関
係
の
仕
事
に
も
興
味
が
出
て
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
視
野
を
広
げ

て
、自
分
の
将
来
の
夢
を
も
う
一
度
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

留
学
の
経
験
を
将
来
に

生
か
し
て
い
き
た
い

野
口
加
奈
美
さ
ん（
升
谷
）

留
学
中
、ず
っ
と
英
語
を
聞
い
て
い
た

の
で
、聞
く
力
は
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

話
す
力
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
気

が
し
ま
す
が
、英
語
を
話
す
と
き
に
大

切
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
積
極
性

が
一
番
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
も
楽
し
か
っ
た
の
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
。ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
料
理
や
お
菓
子
を

教
わ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
外
国
語
を
使

っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
な
の
で
、こ
の
留

学
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
に
も
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

のどかな
風景が広

がる

オースト
ラリア・ホ

ークスベ
リー市

　　

調理実習でフルーツマフィンを作る

タイエリカレッジの生徒と派遣生たち

ニュージーランド派遣生たち
（ダニーデン市内・アルバトロス生息地センター前）



16KYOTAMBA TOWN◆17

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

1,081（＋323）

112（＋   39）

265（＋   81）

51（－   35）

241（－   53）

288（－   10）

646（－   18）

472（＋   95）

597（＋140）

176（＋   26）

55（＋   27）

3,984（＋615）

　5月  

664

52

162

50

425

340

784

433

509

146

39

3,604

　6月  

747

73

226

66

388

296

722

457

528

208

51

3,762

　7月  

758

73

184

86

294

298

664

377

457

150

28

3,369

　8月  

1,081

112

265

51

241

288

646

472

597

176

55

3,984

22（－2,463）

0（－1,643）

0（－2,040）

0（±        0）

222（－   407）

124（－   279）

405（－   731）

418（－   184）

292（－   272）

1,384（－   336）

152（－1,288）

3,019（－9,643）

1,103（－2,140）

112（－1,604）

265（－1,959）

51（－     35）

463（－   460）

412（－   289）

1,051（－   749）

890（－     89）

889（－   132）

1,560（－   310）

207（－1,261）

7,003（－9,028）

路線名

（　）は前月比

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

送り先

このコーナーは、「身近に起こった出来事」や「感
動したこと」、「みんなに教えてあげたい・わたしの
健康術」、「こんなサークル活動始めました」、「ま
ちづくりについての意見」、「広報紙への感想」、「イ
ラスト・絵画・写真」、「エッセイ・詩・俳句、川柳」など、
読者の皆さんの身近な情報発信としてご利用くだ
さい。

TO
W

N
N

EW
S 2006

フラッシ
ュ

人
権
強
調
月
間

さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開

地
域
医
療
対
策
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ハ
ナ
・
ホ
ン
さ
ん
来
日
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

人
権
強
調
月
間
（
八
月
）
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
八
月
二
日
、
人
権
擁
護

委
員
を
中
心
に
、
商
工
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

農
協
な
ど
の
代
表
者
ら
約
三
十
人
が
、
道
の
駅
「
丹

波
マ
ー
ケ
ス
」
や
町
内
の
ス
ー
パ
ー
前
な
ど
五
カ
所
で
街
頭
啓
発

を
行
い
、
行
き
交
う
町
民
ら
に
人
権
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま

た
、
八
月
十
九
日
に
は
、
親
子
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
「
ひ

ゅ
う
ま
ん
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
六
」（
京
都
府
・
町
主
催
）
を

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ
で
開
催
し
、
家
族
連
れ
な
ど
約
四
百

三
十
人
が
参
加
。
家
族
の
愛
や
、
友
情
と
助
け
合
い
の
大
切
さ
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
を
通
じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

町
で
は
七
月
三
十
一
日
、「
京
丹
波
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
」

を
設
立
。「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
信
頼
し
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
人
権
教
育
の
推

進
と
実
践
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
同
協
議
会
の
役
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

会
長

太
田
明
平（
橋
爪
）

副
会
長

山h

博（
曽
根
）

西
村
剛
司（
広
野
）

監
査

中
野
肇（
院
内
）

谷
垣
勇（
水
原
）

 

人権啓発を行う役員ら（道の駅「丹波マーケス」前）

１年間ＡＬＴとして活動するハナ・ホンさん（左）と
オードリー・ビヴァンさん（右）（町中央公民館前）

町立の病院・診療所施設を視察する委員（和知診療所）

京
丹
波
町
地
域
医
療
対
策
審
議
会
」

の
初
会
合
を
八
月
二
十
一
日
、
役
場
議

場
で
開
き
、
松
原
茂
樹
町
長
が
同
審
議

会
に
、
町
立
の
医
療
施
設
や
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
諮
問
し
ま
し
た
。

同
審
議
会
の
委
員
に
は
、
議
会
推
薦

の
議
員
や
区
長
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
公
共
的
団
体
か
ら
の
選
出
委
員
、

町
内
の
各
医
療
機
関
関
係
者
な
ど
十
人

を
委
嘱
。
こ
の
日
は
、
委
員
全
員
で
早

速
、
町
立
の
病
院
・
診
療
所
を
訪
問
し
、

施
設
の
現
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を
開

き
、
病
院
・
診
療
所
経
営
の
現
状
と
課

題
を
調
査
・
審
議
し
、
今
年
度
末
に
は

答
申
を
出
す
見
通
し
で
す
。
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
、（
　
）
は
所

属
な
ど
）

会
長
／
後
藤
敏
和
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

副
会
長
／
寺
坂
久
二
男
（
区
長
会
）

委
員
／
横
山
勲
（
議
会
）

▼
佐
藤
秀
一
郎
（
船
井
郡
医
師
会
）

▼
並
河
治
之
（
船
井
郡
歯
科
医
師
会
）

▼
村
上
育
子
（
船
井
郡
薬
剤
師
会
）

▼
田
中
彰
寿
（
顧
問
弁
護
士
）

▼
山
口
文
昭
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
老
苑
）

▼
竹
内
吉
裕
（
元
医
療
関
係
従
事
者
）

▼
田
畑
美
さ
子
（
国
保
被
保
険
者
）

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
、
ハ
ナ
・
ホ

ン
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
出
身
）
が
八
月
六
日
に
来
日
。
昨
年
か
ら
本

町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
オ
ー
ド
リ
ー
・
ビ
ヴ
ァ
ン

さ
ん
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
）
と
共
に
一
年
間
、
町
立
中

学
校
な
ど
で
英
語
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

「
日
本
へ
来
た
の
は
初
め
て
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
、
ま
る
で

家
族
の
よ
う
に
や
さ
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
人
の
あ

た
た
か
い
心
を
感
じ
て
い
ま
す
。
京
丹
波
町
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
過
ご
す
こ
と
が
本
当
に
楽
し
み
で

す
。
お
互
い
の
文
化
を
学
ん
だ
り
、
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
、
ハ
ナ
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
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三
促
進
協
議
会
開
か
れ
る

京
都
縦
貫
自
動
車
道
（
丹
波
―
和
知

間
）、
北
陸
新
幹
線
、
山
陰
本
線
京
都

中
部
複
線
化
の
三
つ
の
建
設
促
進
協
議

会
（
三
促
進
協
議
会
）
の
平
成
十
八
年

度
理
事
総
会
が
八
月
二
十
二
日
、
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
口
丹
波
地
域

二
市
一
町
の
理
事
者
、
議
員
、
商
工
会
、

森
林
組
合
な
ど
公
共
的
団
体
の
代
表
者

ら
約
六
十
人
が
出
席
。
開
会
に
あ
た
っ

て
松
原
茂
樹
町
長
が
「
京
都
中
部
地
域

の
発
展
に
は
道
路
・
鉄
道
の
建
設
促
進

と
、
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
重

要
。
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
、

関
係
市
町
の
強
い
連
携
の
も
と
積
極
的

な
活
動
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
麻
生
純
・
副
知
事
や
中
川

泰
宏
・
衆
議
院
議
員
な
ど
来
賓
が
祝
辞
。

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
今
年
度
の
事
業

計
画
、
予
算
案
な
ど
が
可
決
承
認
さ
れ
、

京
都
縦
貫
自
動
車
（
丹
波
―
和
知
間
）

や
山
陰
本
線
複
線
化
の
建
設
促
進
、
北

陸
新
幹
線
の
誘
致
の
早
期
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
市
町
が
連

携
し
、
国
や
関
係
機
関
へ
の
要
望
な
ど

の
諸
活
動
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー
ド

丹
波
に
感
謝
状

町
民
の
皆
さ
ん
や
町
な
ど
が
協
力
し
て
、
国
道
九
号

沿
線
の
美
化
・
緑
化
活
動
を
行
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ

ー
ド
丹
波
」（
寺
坂
久
二
男
・
代
表
、
富
田
）
が
こ
の
ほ

ど
、
多
年
に
わ
た
る
道
路
の
美
化
活
動
が
評
価
さ
れ
、

国
土
交
通
省
京
都
国
道
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
ヌ
ー
全
国
大
会
で
優
勝

七
月
二
十
七
日
│
二
十
九
日
の
三
日
間
、
山
梨
県
・
精
進
湖

（
富
士
河
口
湖
町
）
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｂ
＆
Ｇ
杯
全
国
少
年
少
女

カ
ヌ
ー
大
会
二
〇
〇
六
」（
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
・
日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
主

催
）
に
お
い
て
、
和
知
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の
三
浦
夏
海

さ
ん
（
和
知
小
六
年
）
と
十
倉
里
帆
さ
ん
（
同
）
が
、
フ
ラ
ッ

ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
の
部
で
優
勝
。
小
学
生

日
本
一
の
栄
光
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
練
習
の
成
果
を
出
し
切
れ
た
。
表
彰
台
に
立
て
て
う
れ
し
い
」

と
十
倉
さ
ん
。
全
国
大
会
二
回
目
の
三
浦
さ
ん
は
「
昨
年
は
入

賞
で
き
ず
く
や
し
い
思
い
を
し
た
が
、
今
回
は
優
勝
で
き
最
高

の
気
分
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
は
中
学
生
に
な
っ
て
も

カ
ヌ
ー
を
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

公
共
施
設
の
管
理
運
営
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
が
、
八
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議
会
で
可
決

さ
れ
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
、
経
費
の
削
減
や
事
業
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
。
対
象
と
な
っ
た
瑞

穂
地
区
の
総
合
運
動
公
園
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
」

の
指
定
管
理
者
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
株
式

会
社
が
、
同
公
園
内
に
あ
る
農
畜
産
物
加
工
施
設
「
瑞

穂
マ
ス
タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
」
と
、
貸
し
農
園
「
瑞
穂
マ
ス

タ
ー
ズ
農
園
」
の
指
定
管
理
者
に
は
、
財
団
法
人
瑞
穂

町
農
業
公
社
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

両
施
設
の
管
理
運
営
に
関
し
て
は
、
継
続
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
効
果
的
な
利
活
用
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
や
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や
、
地
元
雇
用
の
確
保
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、

指
定
管
理
者
を
公
募
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
町
が
管
理
委
託

し
て
き
た
両
団
体
に
決
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
九
月
一

日
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

全
国
大
会
三
位
に

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三

十
六
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」（
八
月

十
七
日
―
二
十
日
、
社
団
法
人
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
主

催
）
に
、
本
町
か
ら
蒲
生
野
中
男
子
・
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

部
、
瑞
穂
中
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
。
全
国
の
強
豪

を
相
手
に
健
闘
し
、
蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
見

事
、
全
国
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将
の
安
井
陽
奈
さ
ん
は
、

同
大
会
の
最
優
秀
選
手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全国大会で優勝した三浦夏美さん（右）と十倉里帆さん（左）
（和知カヌー艇庫前）

蒲生野中女子ホッケー部の皆さん

開会あいさつをする松原町長（町中央公民館）

ボランティアロード丹波の代表・寺坂久二男さん（役場前）

長
い
梅
雨
の
後
は
、
酷
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
。

消
防
団
員
の
京
都
府
操
法
大
会
で
の
活
躍
や
、
町

内
で
開
催
さ
れ
た
三
つ
の
夏
祭
り
で
の
に
ぎ
わ

い
な
ど
、
京
丹
波
町
発
足
後
初
め
て
の
夏
は
、
人

も
ま
ち
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

特
集
で
は
、
夏
祭
り
を
楽
し
む
人
び
と
、
操
法
大

会
で
熱
く
燃
え
た
選
手
た
ち
の
姿
、
真
っ
黒
に
日

焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち
が
見
せ
て
く
れ
た
豊
か

な
表
情
な
ど
、
広
報
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
、
瞬
間
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
秋
め

い
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
、
虫
の
音
を
聞
き
な
が

ら
、
ご
一
読
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
）

編
集
後
記人口 17,723 (－24）

男 
8,419 （－10）

女 
9,304 （－14）

世帯数 6,505 （＋ 1）

わたしたちの町

9月1日現在／（　）は前月比
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九
月
七
日
か
ら
ド
イ
ツ
の
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ン
ド

バ
ッ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ッ
ケ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

そ
の
ピ
ッ
チ
に
京
丹
波
町
か
ら
巣
立
っ
た
ひ
と
り
の

若
者
が
立
っ
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
・
坪
内

一
浩
さ
ん
、
そ
の
人
だ
。

坪
内
さ
ん
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
の
は
三
ノ
宮

小
の
四
年
生
の
時
。
京
都
国
体
後
、
地
域
全
体
が
「
ホ

ッ
ケ
ー
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
躍
動
し
て
い
た
時
代

だ
。「
姉
二
人
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
」
と
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
手
に
し
た
当

時
を
振
り
返
る
坪
内
さ
ん
。
小
学
校
時
代
に
は
西
日

本
大
会
で
優
勝
。
中
学
校
時
代
は
全
国
大
会
四
位
に

と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
高
校
で
は
二
年
生
春
の
全
国

選
抜
大
会
で
の
優
勝
、
三
年
生
夏
の
高
校
総
体
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
の
準
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
足
跡
を

残
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
坪
内
さ
ん
は
ホ
ッ
ケ
ー
の
名
門
・

天
理
大
学
へ
進
学
。
四
年
生
の
時
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
日
本
最
高
峰
の
大
会

で
あ
る
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
優
勝
を
果

た
し
た
。「
名
門
校
と
し
て
、
常
に
勝
つ
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
重
圧
も
あ
っ
た
し
、
練
習
も
厳

し
い
も
の
で
し
た
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
思
い
っ
き
り
打

ち
込
め
た
、
充
実
し
た
四
年
間
で
し
た
」
と
坪
内
さ

ん
。
大
学
四
年
間
を
過
ご
す
中
で
「
世
界
」
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
わ
た
し
に
と
っ
て
ホ
ッ
ケ

ー
と
は
、
多
く
の
仲
間
、
経
験

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
大
切
な

も
の
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
携
わ

っ
て
い
き
た
い
も
の
」
だ
と
話

す
坪
内
さ
ん
。「
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
て
以

来
、
良
き
指
導
者
の
方
々
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
恵
ま
れ
、
こ
こ

ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
い
ま
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
恩
返
し
す
る
た

め
に
も
、
一
生
懸
命
ホ
ッ
ケ
ー

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

現
在
は
仕
事
の
傍
ら
、
愛
知
県
内
の
企
業
六
社
で

つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
愛
知
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
に

所
属
し
、
日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る

坪
内
さ
ん
の
次
な
る
目
標
は
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
抱
い
て
き

た
夢
の
実
現
へ
向
け
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
る
。

最
後
に
、「
自
分
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

の
子
ど
も
た
ち
に
、
少
し
で
も
夢
と
希
望
を
与
え
て

い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
た
坪
内
さ
ん
の
力
の
あ

る
瞳
に
は
、
も
う
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
が
映

っ
て
い
る
。

ホッケーで世界の舞台へ。
「次なる目標は北京五輪出場です」
ホッケーワールドカップ日本代表  坪内 一浩さん（２５歳）猪鼻出身

つぼ  　うち かず  　ひろ

地元猪鼻区が設置した坪内さんの応援看板（猪鼻区公民館前）


